
２９．原発不明がん

治療内容 治療実績
医師の
専門
分野

昨年の治療実績ありの疾患名
※平成25年1月1日～12月31日

例：腹腔内原発不明がん

原発不明がん

実
績

イ
http://

ァ
http://

http://

5

状
況

http://

実
績

なし なし なし イ

○ 術前化学療法を積極的に取り入れ、症例によっては
80%の患者様において６ヶ月間で乳癌をほぼ完全に
消し去ることに成功しています。また遺伝性乳癌の
カウンセリングや血液検査も可能です。

ァ

http://

4 乳腺外科 4 4

状
況

○ ○

http://

実
績

なし なし あり イ

× ○ 放射線治療とは、臓器を守りながら「がん細胞」に放
射線を照射し、縮小させる治療法のことです。様々
な療法がありますが、各診療科医師と協同してその
時に最適な放射線治療を行うようにしております。

ァ

3 放射線科 8 2

状
況

×

実
績

あり なし なし イ
http://

手術を中心に行っていますが、病期に応じて抗癌
剤、放射線の単独・併用療法を行うこともあります。
抗癌剤の投与経路としては患者様の病態に応じて、
通常の静脈経由以外に超選択的動脈注入療法も
行っています。

ァ
http://

掲載な
しhttp://www.kitano-hp.or.jp/section/shuyo/cure#index-contents

2 耳鼻咽喉科 7 2

状
況

○ × ○

掲載あ
りhttp://www.kitano-hp.or.jp/section/shuyo#index-contents

実
績

なし あり なし イ
治療について 掲載あ

り
掲載な
し

× 腫瘍内科はがんの種類や診療科に関わりなく、全て
のがんの患者さんが安心して有効な抗がん剤治療
を受けられるよう取り組んでいます。

ァ
診療科・部署の紹介 掲載あ

り
掲載あ
り

放射線療法

ページの見出しとアドレス
※トップページ以外を2つまで記載してください
※アドレスは、手入力せずにホームページからコピーして
ください

掲載されている内容

1 腫瘍内科 2 1

状
況

× ○

当該疾患の診療を担当している
診療科名と医師数

治療の実施状況 （○：実施可/×：実施不可）
/昨年の実績 （あり/なし）※平成25年1月1日～12月31日

各診療科における当該疾患の治療の特色・患
者さんへのメッセージなど

当該疾患の治療に関する内容が掲載されているページ

主な診療科名
（5診療科まで）

医師数
当該疾患を
専門として
いる医師数

手術 化学療法

○：専門とするがん　　×：診療を実施していないがん
※別紙5に入力した内容が反映されています。
※診療を実施していないがんについて、表の記載は不要

○
集学的治療・標準的治療の提供体制

○：あり　×：なし
○
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